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第
百
三
十
一
条
の
十
中
「
第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
第
六
号
」
の
下
に「（
法
第
七
十
八
条
の
十
四
第
三
項
に
お
い

て
同
号
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
八
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
三
十
一
条
の
十
の
二

法
第
七
十
八
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

第
百
三
十
一
条
の
十
一
中
「
第
七
十
八
条
の
二
第
五
項
第
二
号
の
二
」
を
「
第
七
十
八
条
の
二
第
六
項
第
二
号
の

二
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
一
条
の
十
二
中
「
第
七
十
八
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
七
十
八
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
、「
基
準
の
う

ち
」
の
下
に
「
、
同
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
」
を
加
え
る
。

第
四
章
第
三
節
中
第
百
三
十
一
条
の
十
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
八
条
の
十
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
三
十
一
条
の
十
五

法
第
七
十
八
条
の
十
四
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

市
町
村
長
は
、
選
考
基
準
を
設
け
、
当
該
基
準
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、当
該
基
準
に
基
づ
い
て
選
考
を
し
、

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
決
定
す
る
こ
と
。

二

市
町
村
長
は
、
公
募
を
行
う
旨
を
公
報
又
は
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な

方
法
に
よ
り
周
知
す
る
こ
と
。

三

市
町
村
長
は
、
応
募
の
受
付
期
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

四

市
町
村
長
は
、
選
考
の
結
果
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
決
定
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
選

考
後
一
定
期
間
内
に
再
度
公
募
を
行
う
こ
と
。

第
百
三
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
場
合
」
の
下
に
「
及
び
同
項
第
八
号
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
に
規

定
す
る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
百
三
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
四
条
の
二
の
見
出
し
中
「
場
合
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
六
条
第
二
項
第
七
号
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
に
規
定
す
る
指
定
の
取

消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
第
十
二
号
中
「
第
三
十
五
条
の
六
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
一
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
十
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
十
七
の
二

法
第
百
十
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
等
に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
よ

り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
、介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
若
し
く
は
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
指
定
の
申
請
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
四
十
条
の
二
十
四
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
令
第
三
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
十
八
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
で
あ
っ
て
、
他
の
市
町
村
の
長
か
ら
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
を
要
し
な
い
と
当
該
他
の
市
町
村
の
長
が
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
記
載
を
要
し
な

い
。

第
百
四
十
条
の
二
十
四
第
一
項
第
十
二
号
中
「
第
三
十
五
条
の
七
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
三
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
二
十
五
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
令
第
三
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
十
八
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
で
あ
っ
て
、
他
の
市
町
村
の
長
か
ら
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
第
四
号
か
ら
第
十
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
を
要
し
な
い
と
当
該
他
の
市
町
村
の
長
が
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
記
載
を
要
し

な
い
。

第
百
四
十
条
の
二
十
六
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
令
第
三
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
十
八
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
で
あ
っ
て
、
他
の
市
町
村
の
長
か
ら
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
第
四
号
か
ら
第
十
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
の
記
載
を
要
し
な
い
と
当
該
他
の
市
町
村
の
長
が
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
記
載
を
要
し

な
い
。

第
百
四
十
条
の
二
十
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
二
十
七
の
二

法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
二
十
九
中
「
第
百
十
五
条
の
十
四
第
四
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
十
四
第
五
項
」
に
改
め
、「
基
準

の
う
ち
」
の
下
に
「
、
同
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
条
の
三
十
二
第
一
項
第
十
四
号
中
「
第
三
十
五
条
の
八
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
三
十
三
第
二
項
中
「
場
合
」
の
下
に
「
及
び
同
項
第
八
号
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
に

規
定
す
る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
条
の
四
十
四
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
百
四
十
条
の
四
十
八
第
一
号
の
計
画
の
基
準
日
前
の
一
年
間
に
お
い
て
、
提
供
を
行
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

（
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。以
下
同
じ
。）に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
介
護
予
防
福
祉
用

具
購
入
費
の
支
給
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
支
払
い
を
受
け
た
金
額
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
も

の
第
百
四
十
条
の
四
十
六
及
び
第
百
四
十
条
の
四
十
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
方
法
）

第
百
四
十
条
の
四
十
六

都
道
府
県
知
事
は
、法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
後
、

当
該
報
告
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
報
告
を
受
け
た
後
に
同
条
第

三
項
の
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
調
査
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
報
告
の
内
容
を
公
表
し

た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
）

第
百
四
十
条
の
四
十
七

法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
項

目
に
関
す
る
情
報
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
五
十
一
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
適
正
な
調
査
の
実
施
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
に
代
え
て
、
都
道
府
県
知
事
が
定
め

る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
四
十
条
の
五
十
三
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五

号
と
す
る
。
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